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「今
口
人
形
浄
瑠
璃
」
上
演

～
秋
の
「萩
の
郷
文
化
祭
り
、
ふ
れ
あ
い
広
場
」
開
催
～

伝統芸能「今田人形浄瑠璃」の上演

ル〆グ

「壺坂霊験記」「戎 舞 」

十
月
二
十

・
二
十

一
日
に
、
多
く

の
区
民
の
参
加
に
よ
り

「
萩
の
郷
文

化
祭
り
、
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
開
催

さ
れ
、
作
品
展
示
等
を
始
め
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
飯
田

市
龍
江
の
伝
統
芸
能

「
今
田
人
形
浄

瑠
璃
」
が
上
演
さ
れ
た
。

三
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
海

外
公
演
も
し

て
い
る
今

田
人
形
座

（座
長

・
澤
柳
太
門
様
以
下
十
三
名
）

の
皆
様
に
よ
る

「
戎
舞
」
、
「
壺
坂
霊

験
記
」
が
披
露
さ
れ
た
。

「
一
度
見
て
み
た
い
」
と
い
う
方
が

多
く
お
ら
れ
、
義
太
夫
の
太
夫
の
語

り
と
二
味
線
に
よ
る
名
調
子
の
人
形

浄
瑠
璃
の
熱
演
に
対
し
、
多
く
の
皆

様
が
感
激
さ
れ
、
大
き
な
歓
声
と
拍

手
が
あ
り
ま
し
た
。
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

下

井

美
紀
男

今
後
、
安
否
や
避

難
に
つ
い
て
は
常

会
や
隣
組
で
話
し

合

い
を
深
め
て
お
い
て
ほ
し

い
と
考
え
ま
す
。

０
区
が
所
有
す
る
堤
の
う
ち

「
牧

の
内
」
に

つ
い
て
今

一

歩
の
安
全
施
設
の
要
望
が
あ

り
、
こ
の
ほ
ど
更
な
る
安
全

の
た
め
、
写
真
に
掲
げ
る
よ

う
な
フ
ェ
ン
ス
を
設
備
し
ま

し
た
。
な
お
、
堤
の
安
全
な

管
理
と
と
も
に
外
来
種
魚
の

持
ち
込
み
や
流
失
防
止
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

０
森
林
整
備
の
取
り
組
み
か

ら
森
林
税
還
元
に
よ
る
里
山

整
備
事
業
を
受
け
入
れ
る
よ

う
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
ま
で
は
切
り
捨
て
間
伐
で

す
が
、
個
人
で
山
林
を
所
有

し
て
い
る
方
々
も
な
か
な
か

手
を
入
れ
ら
れ
な
い
状
況
下

で
す
。
こ
の
ほ
ど
銚
肝
レ
洞

と
巡
礼
沢
と
の
間
の
林
班
を

対
象

エ
リ
ア
と
し
て
１０
ｈ
余
、

十
二
人
の
方
の
同
意
で
県
と

の
協
定
に
サ
イ
ン
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ｍ
リ

ニ
ア
を
見
据
え
て
土
地

利
用
の
調
整
の
必
要
か
ら
町

と
地
域
が
携
え
て
こ
の
問
題

を
共
有
し
、
景
観
を
含
め
て

研
究
、
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
区
民

の
皆
様
に
と

っ
て
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の

東
日
本
の
大
震
災
か
ら

一
年

半
、
こ
の
間
も
自
然
に
よ
る

大
き
な
被
害
が
各
地
に
発
生

し
て
、
防
災
に
つ
い
て
常
に

考
え
さ
せ
ら
れ
る
日
々
で
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
に
我
が
萩

の
郷
で
は
大
事
に
至
る
よ
う

な
災
害
も
な
く
あ
り
が
た
く

思

っ
て
お
り
ま
す
。

０
そ
こ
で
本
年
は
九
月
二
日
、

町
内

一
斉
で
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
、
全
戸
全
員
参
加
で

防
災

へ
の
認
識
と
行
動
を
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
間
監
査
報
告

監
査
委
員
長

松

原

甫

去
る
十
月
十
七
日
上
半
期

中
間
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計

・
特
別
会
計

・
営

繕
準
備
金
特
別
会
計
の
監
査

を
行
い
ま
し
た
。

予
算
の
執
行
状
況
に
つ
き

ま
し
て
、
予
算
執
行
状
況

一

覧
表
の
提
出
を
受
け
ま
し
た
。

収
入
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

区
費
等
各
項
目
、
支
出
額
に

一

つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
費
等

一

各
項
目
に
つ
き
ま
し
て
確
認

一

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一

一
般
会
計
に
お
け
る
預
金
通

一

帳
の
残
高
明
細
、
定
期
預
金

一

に
お
け
る
預
金
内
訳
に
主
眼

一

を
お
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一

公
民
館
及
び
萩
山
神
社
を
、

精
査
し
た
結
果
、
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
事
を
認
め
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告

中
し
上
げ
ま
す
。

【収入の部】

【収入の部】

平成24年度下市田区一般会計中間決算報告書
(自 平成24年 4月 1日 ～至 平成24年 9月 30日 )

決算収入額 23,499,377円  決算支出額 13,172,556円 差引残高 10,326,821円
【支出の部】           △印減 (単位 円)

平成24年度 高森町公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成24年 4月 lH～至 平成24年 9月 30H)

決算収入額 2,421,899円 決算支出額 1.641.426111 差引残高 780,473円
【支出の部】

科   目 予算 額 決 算 額 1 増  減
前期繰越金 6,694,590

15,900,000

912,324

8,780,000

1,200,000

390,000

1,750,000

1.400,000

6,694,590

912,324

△  3,347,780

220,448

0

730,117 ∠ヽ   469,883

169,552

250,0001,500,000

226,898 △  1,173,102

収 入 合計 37,026,914 23,499,377 ∠玉、 13,527,537

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務
環境衛生

林  務
土  木

13,760,000

1,010,000

830,000

4,750,000

5,740,000

3,280,000

費

費

一費

一費

費

費

費

1  2,195,871

,088

3,000,000 1,500,000

4,656.914 913,500

3,368,519

121,168

4,911,410

∠ヽ 10,391,481

∠:ヽ  1,010,000

△    708,832

△  5,577,912

1,084,129
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支 出合計 137,026,914 13,172,556 ∠:ゝ 23,854,358

科   日 予 算 額 決 算 額 増  減

金

金

入

541,812

3,000,000

520,000

1,000 6,087

541,812

1,500,000

374,000

5,087

△

△

収 入 合 計 4,062,812 2,421,899 ∠ヽ  1,640,913

科   目 予算 額 決 算 額 増  減
総 務
事  業
広 報
予 備

費

費

費

2,180,000

1,840,000

20,000

22,812

872,953

747,473

21,000

0

△ 1

1,000

22,812

支 出合 計 4,062,812 1,641,426 △ 2,421,386

△印減 (単位 円)

■
　

　

一

「
Ｆ電
ヽ
．

¬

_■_■ _■一|キ
ー
■

一　

一Ｌ

又

一担

入

　

一
　

一
負

一
〓
支
一産
悪

区

一繰

一町
一財

一地

費

金

一金

一入

一金

消防義務 金

諸 収 入 金

禾Il

く

`く
ノく

146,000
十
~

糸果

糸,t

越

入

|



(3)平成 24年 11月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 83号

■■■

∬
‰
継「

そ
し
て
午

後
５
時
半
、

紅
華
の
方
々

に
よ
る
軽
快

な
呼
び
込
み

太
鼓
が
鳴
り

響
く
と
同
時

に
、
お
楽
し

み
コ
ー
ナ
ー

の
開
店
で
す
。

午
後
６
時
、

開
会
式
を
無

事
に
迎
え
た

時
に
は
、
区

民
広
場
に
は

芝
が
見
え
な

い
ほ
ど
の
大

勢
の
方
々
に

集
ま

っ
て
頂

き
ま
し
た
。

第

一
部
で

火
お
こ
し
、
子
供

花
火
大
会
。
火
お

こ
し
で
は
、
子
供

た
ち
が
、
本
当
に

火
が

つ
く
の
？
と

言
い
な
が
ら
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
花
火
で

は
、
子
供
さ
ん
が

笑
顔
で
楽
し
ん
で

頂
き
区
民
広
場
が

赤

・
青

・
緑

・
黄

・

ピ
ン
ク
様
々
な
綺

麗
な
色
に
染
ま
り

ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、

全
員
で
納
涼

盆
踊
り
を
楽

し
み
、
下
市

田
区
の
大
き

な
行
事
の

一

つ

「
萩

の
郷

祭
り
」
を
無

事
終
え
る
事

が
出
来
ま
し

た
。こ
の
お
祭

り

に
ご
協
力

頂

い
た
全

て

の
関
係
者

の

方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。仲
平
記

蹟
Ｊ
‥

ｒ
ヽ

′

ヽ

地域の輪 盛大に
今
年
も
七
月
二
十

一
日
に

萩
の
郷
祭
り
が
区
民
多
数
参

加
の
も
と
、
下
市
田
区
民
広

場
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
下
井
区
長

・
秋
田
支
館
長

を
中
心
に
支
館
部
員
が

一
丸

と
な
り
、
萩
の
郷
祭
り
当
日

に
向
け
会
議

・
企
画

・
運
営

と
様
々
な
準
備
を
行

っ
て
き

ま
し
た
。

当
日
準
備
で
は
、
私
た
ち

支
館
部
員
も
各
担
当
に
分
か

れ
、
萩
の
郷
祭
り
が
成
功
す

る
よ
う
に

一
人

・
一
人
が
汗

」
を
流
し
な

が
ら
準
備

を
行

い
ま

し
た
。
午

後

に
な
り

お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー

の
テ
ン
ト

の
準
備
も

始
ま
り
、

皆
さ
ん

一

生
懸
命
準

備
を
行

っ

て
頂
き
ま

し
た
。
準

一
備
の
様
子

一
を
見
て
い

ユ　
　
　
‐

摯
る
と
、
お

一
楽
し
み

一

―
ナ
ー
の
テ
ン
ト
の
設
置
を

他
の
区
の
方
た
ち
と
皆
で
手

伝

っ
て
い
ま
し
た
。
大
変
微

笑
ま
し
い
場
面
で
し
た
。

午
後
４
時
３０
分
お
祭
り
開

催
が
近
い
た
め
か
、
子
供
た

ち
が
甚
平

・
浴
衣
に
身
を
包

み
音
楽
が
流
れ
る
中
、
区
民

広
場
を
お
祭
り
は
ま
だ
か
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
、
は
し
ゃ

ぎ
芝
の
上
を
駆
け
回
り
、
元

気
な
声
が
聞
こ
え
お
祭
り
の

雰
囲
気
が
出
て
き
ま
し
た
。

は
、
木
遣
保
存
会
の
方
に
よ

る
神
秘
的
な
木
遣
、
第
二
部

は
紅
華
の
皆
様
に
よ
る
迫
力

の
あ
る
太
鼓
演
奏
、
第
二
部

は
下
市
田
保
育
園

・
吉
田
河

原
保
育
園
の
園
児
の
可
愛
ら

し
い
踊
り
、
第
四
部
は
プ
チ

エ
ン
ジ

ェ
ル
の
皆
さ
ん
に
よ

る
子
供

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
第

五
部
は
高
森
音
頭
、
他
自
治

会
の
皆
様
に
よ
る
素
晴
ら
し

い
踊
り
を
披
露
し
て
頂
き
ま

し
た
。
第
六
部
で
は
縄
文
の

高
〕
　
　
　
く
ん

の郷
“
「
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つ
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秋
晴
れ
の
中
、
十
月
二
十

日

・
二
十

一
日
、
下
市
田
区

民
会
館
に
於

い
て

『
下
市
田

文
化
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
展
示
発
表
作
品
は
、
屋
内

外
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
顔
の

表
情
豊
か
で
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
た
美
人
画
教
室
の
皆
さ

ん
の
十
点
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
び
・

す
け

っ
と
の

「
さ
く
ら
亭
」

細
か
な
所
ま
で
全
て
手
作
り

な
作
品
。
四
区
革
工
芸
ク
ラ

ブ
出
店
で
は
、
バ

ッ
グ

・
小

銭
入
れ
、
思
わ
ず
注
文
し
た

く
な
り
ま
し
た
。
立
派
な
筆

運
び
の
下
市
田
か
な
書
道
会

の
皆
さ
ん
の
作
品
。
陶
芸
ク

ラ
ブ
や
ら
ま
い
会
の
皆
さ
ん

の
個
性
豊
か
な
作
品
。
良
く

調

べ
て
研
究
を
積
み
重
ね
た

下
市
田
史
談
会
、
下
市
田
古

文
書
研
究
会
の
方
々
の
作
品
。

今
年
度
特
徴
あ
る
三
大
天
体

シ
ョ
ー
金
環
日
食
、
金
星
太

陽
面
通
過
、
金
星
、
月

・
木

星
輝
く

一
直
線
の
経
過
写
真
。

又
他
個
性
豊
か
な
写
真
、
水

一

墨
画
。
会
場
入
口
で
は
、
茶

一

室

「
下
市
庵
」
が
開
店
さ
れ
、
一

茶
道
ク
ラ
ブ
の
皆
様
が
丁
度

一

良
い
お
抹
茶
を
た
て
て
下
さ

一

い
ま
し
た
。
外
で
は

一
つ
一
一

つ
手
入
れ
さ
れ
、
ど
れ
も
三

一

十
年
以
上
経

っ
て
い
て
、
毎

一

日
欠
か
さ
ず
手
が
入

っ
て
い
一

る
盆
栽
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。　
一

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

と
て
も
賑
や
か
な
文
化
祭
り

に
な
り
ま
し
た
。
大
盛
況
で

し
た
。
感
謝
し
ま
す
。
小
島
記

平成24年度

下市田文化祭 LI鎌

二

・

十
月
二
十

一
日
、
秋
晴
れ

一
の
下
、
七
十
五
歳
以
上
の
皆

一様
を
お
招
き
し
て
、
平
成
二

一十
四
年
度

「
萩

の
郷
ふ
れ
あ

一
い
広
場
」
が
区
民
会
館
に
於

一
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午

一前

の
部

の
舞
台
発
表
は

「
今

田
人
形
浄
瑠
璃
」
の

「
戎
舞
」

と

「
壺
坂
霊
験
記
」
の
演
目

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
伝

統
芸
能
で
あ
る
、
今
田
人
形

の
リ
ア
ル
な
動
き
に
魅
了
さ

れ
、
感
動
し
た
演
舞
で
し
た
。

続
い
て
、
ご
長
寿
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
喜
寿

・
米
寿

・

卒
寿
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
祝
宴

・
昼
食
と
な

り
、
午
後
の
部
の
舞
台
発
表

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
高

森

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る

「
き
よ
し
の
ズ

ン
ド
コ
節
・
ふ
る
さ
と
」
な
ど

馴
染
み
深
い
曲
の
演
奏
に
会

場
内
は
手
拍
子
が
お

こ
り
ま
し
た
。
次
に

「
ハ
ニ
ー
ベ
ル
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
、　
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
で

す
。
透
き
通

っ
た
音

色
に
拍
手
喝
采
で
し

た
。
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
堪
能
し
、
お
腹

も

一
杯
に
な

っ
た
と

こ
ろ
で
「
さ
く
ら
会
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

手
踊
り
で
す
。
体
を

動
か
し
、
楽
し
く
リ

フ

レ

ッ

シ

ュ
し

ま

し

た
。
祝
宴
の
最
後
は
、

ふれみ森の郷

参
加
者
全
員
で
「信
濃
の
国

・

赤
と
ん
ぼ
」
を
大
合
唱
し
、

ご
長
寿
の
皆
様
の
健
康
を
祈

念
し
な
が
ら
終
宴
と
な
り
ま

し
た
。

井
原
記
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昨
年
に
引
き

劃

続
き
、
今
年
も

薔
一
下
市
田
区
の
皆

岬
様
のご
協
力
に

団
ょ
り
「消
肪
ふ

分

れ
あ

い
広
場
」

第．　
を
開
催
す
る
こ

鋼
と
が
出
来
ま
し

湖

た
。
今
年
度
、

新
高
森
町
消
防
団

高

第

一
分
団
で
は

地
域
住
民
の
方

と
の
交
流
を
目
標
の

一
つ
と

あ
げ
て
お
り
、
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
の
内
容
は
、
①
消
防

車
と
の
写
真
撮
影
、
②
消
防

車
乗
車
体
験
、
③
水
消
火
器

で
の
消
火
体
験
、
④
煙
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

日
頃
、
出
来
な
い
事
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
さ

れ
た
皆
様
が
防
災
に
対
し
て

の
意
識
を
少
し
で
も
高
め
ら

れ
る
よ
う
に
企
画
し
ま
し
た
。

消
防
車
と
の
写
真
撮
影
や
乗

車
体
験
で
は
、
子
供
た
ち
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
々

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。
煙
体
験
で
は
実
際
の

煙
は
使
用
せ
ず
、
体
に
害
の

な
い
煙
で
行
い
ま
し
た
。
少

し
の
煙
で
も
、
左
右
ど
ち
ら

か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま

ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
体
験

に
よ
り
煙
の
怖
さ
を
参
加
さ

れ
た
皆
様
に
わ
か

っ
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
子
供
た
ち
の
パ
ワ
ー

に
助
け
ら
れ
、
楽
し
く
盛
大

に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
じ
て
消
防
団
活
動

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
寒
い
季
節
と
な
り
火

災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
と

な
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
を
し
て
下

さ
い
。
今
後
も
高
森
町
消
防
団
第

一
分
団
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

九
月
二
十
日
、
区
民
会
館

に
お
い
て
、
区
役
員

・
委
員

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
区
役
員

・

委
員
の
親
睦
を
図
る
趣
旨
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

の
役
員

・
委
員
は
約
百
名
お

り
、
今
回
は
約
五
十
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
初
は
区
民
広
場
で
の
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
し
た
が
、

台
風
１７
号
の
接
近
に
よ
り
準

備
完
了
と
同
時
に
雨
が
降
り

九
月
四
日

・
五
日

「
北
陸

若
狭
」
へ
代
議
員
会

の
研
修

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
明
通
寺

・
羽

賀
寺
の
見
学
、
特
に
明
通
寺

の
二
重
の
塔
は
均
整
の
と
れ

た
美
し
い
塔
で
し
た
。

今
夜
の
宿
は
、
芦
原
温
泉

「
ま

つ
や
千
千
」
北
陸

一
の

名
湯
で
各
部
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ

に
掛
流
し
の
露
天
風
呂
が
あ

り
し
た
。
宴
会
は
日
本
海
の

魚
と
城
子
代
議
員
の
尺
八
で

始
め
、
急
邊
撤
収
と
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

雨
を
想
定
し
て
用
意
し
て
お

い
た
室
内
用
ペ
タ
ン
ク
を
ホ
ー

ル
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題

が
、
水
利
委
員
の
中
に
ゲ
ー

二
日
目
は

一
乗
谷
の
朝
倉

氏
の
遺
跡
見
学
、
信
長
軍
の

焼
討
ち
で
灰
儘
と
帰
し
た
城

下
町
の

一
部
を
見
事
に
復
原

し
て
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

一
度
滅
び
て
し
ま

っ
た
跡
を

復
原
し
て
も
、
建
造
物
に
は

歴
史
的
な
価
値
は
な
い
。

「
夏
草
や
　
兵
ど
も
が
　
ゆ

め
の
跡
」
で
い
い
の
か
な
。

次
は
永
平
寺
の
見
学
。
暑

い
中
長
い
階
段
で
体
力
の
限

界
で
し
た
。

ム
方
法
を
修
得
し
て
い
る
者

が
居
な
い
こ
と
が
判
明
。
止

む
を
得
ず
参
加
者
の
中
か
ら

指
導
を
い
た
だ
き
、
何
と
か

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

突
然
の
変
更
で
し
た
が
そ
こ

は
球
技
、
ホ
ー
ル
に
歓
声
が

上
が
る
盛
り
上
が
り
と
な
り

ま
し
た
。

懇
親
会
で
の
区
長
の
あ
い

さ

つ
に
あ

っ
た

「
各
役
員

・

委
員
会
の
横
の
つ
な
が
り
を

深
め
区
の
た
め
の
仕
事
に
頑

張

っ
て
ほ
し
い
」
の

一
助
と

な
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
懇
親

会
に
な

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

参
加
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

（水
利
委
員
会
）

「
涼
し
げ
に
　
蒼
き
お
頭
の

修
業
僧
」

吉
川
正
晃
記

，
ハ
〕
゛

煙体験/キ |

飯田広域消防

督語「守:ゞ導桑だ
“

輝́「喘卜、

い
ま
す
。
実
際
の
火
災
で
は

一年
は
水
利
委
員
会
が
当
番
で
一

煙
に
よ

っ
て
逃
げ
道
が
わ
か

一準
備
を
担
当
し
ま
し
た
。
区

■■‖申田■口

"l口

ll・ J"‖「:|

Q、、

、
し

代
議
員
会
研
修
旅
行
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盛

り
上

が
り
ま

し
た
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酬
下
市
田
の
み
な
さ
ん
　
い

脚
　
　
こ
ん
に
ち
は
　
　
制

酬
　

　

六
区
松
下
伸
太

脚

我
が
家
は
私
と
妻
、
五
歳

の
長
女
、
四
歳
の
次
女
、　
一

歳
の
長
男
と
五
人
家
族
で
す
。

私
は
下
伊
那
郡
内
の
出
身
で

す
が
、
縁
あ

っ
て
下
市
田
に

引

っ
越
し
て
二
年
が
経
ち
ま

し
た
。
最
初
は
分
か
ら
な
い

事
ば
か
り
で
し
た
が
、
近
所

下
市
田
に
は
夏
の
灯
ろ
う

流
し
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
色
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
の
時
は
、

地
元
の
行
事
に
も
参
加
す
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
下
市
田
に
来

て
か
ら
は
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
こ
の
よ
う
な
人

と
の
つ
な
が
り
は
と
て

も
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

特
に
灯
ろ
う
流
し
で
は

準
備
等
大
変
な
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
家
か
ら

真
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
大
迫
力
の
花
火
に

子
供
た
ち
は
大
喜
び
で

す
。
私
が
小
学
生
の
頃

に
は
、
毎
年
灯
ろ
う
流

し
を
楽
し
み
に
し
て
見

に
来
て
い
ま
し
た
。

ず

っ
と
昔
か
ら
何

十
年
も
の
間
こ
の

伝
統
が
受
け
継
が

れ
て
き
た
こ
と
は
地
域
の
皆

様
の
努
力
や
苦
労
が
た
く
さ

ん
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

も
下
市
田
の
住
民
と
し
て
地

域
に
協
力
し
ほ
ん
の
少
し
で

も
力
に
な

っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

私
の
子
供
た
ち
は
今
保
育

日
の
出
来
事
を
い
ろ
い
ろ
話

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
下
市

田
の
環
境
を
、
私
も
子
供
た

ち
も
大
変
気
に
入

っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
お

世
話
に
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
り
を
守
ら
な
か

っ
た
り
、

も
め
た
り
、
ぶ
つ
か
り
合

っ

た
り
す
る
事
も
多
々
あ
り

ま
す
。
で
も
こ
の
事
が
実

=

は
遊
び
の
中
で

一
番
人
事
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
供
同
士
の
つ
な
が
り
は
、

友
達
は
も
ち
ろ
ん
、
上
下
関

係
、
男
女
関
係
を
通
し
社
会

性
や
思
い
や
り
の
感
情
な
ど
、

遊
び
の
中
で
自
然
に
身
に
つ

く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
？
又

わ
れ
て
い
る
。
む
や
み
な
殺

生
を
良
い
と
は
言
え
な
い
し

ど
の
程
度
が
許
容
範
囲
な
の

か
、

こ
う
し
た
矛
盾
に
直
面

す
る
と
答
え
も
出
な
い
が
、

た
だ
、
好
奇
心
や
興
味
か
ら

発
生
し
た
行
為
が
虐
待
に
進

ま
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
見

子
供
と
遊
ん
で
い
る
と
思
い

が
け
な
い
発
見

（発
想
）
、
反

省

（
思

い
こ
み
）
が
あ
り
、

自
身
を
見

つ
め
直
す
こ
と
に

も
な
り
面
白

い
も
の
で
す
。

遊
び
は
心
の
栄
養
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
日
々
楽
し
く
過
ご
す
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
自
然
体
で
子
供
と

遊
ん
で
み
て
は
如
何
で
し
ょ

う
？

追
い
か
け

っ
こ
だ
け
で

も
子
供
喜
び
ま
す
。
そ
し
て

ギ

ュ
ッ
と
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
／

き

っ
と
子
育
て
が
楽
し
く
な

る
こ
と
う
け
あ
い
で
す
。
未

来
を
担
う
子
供
達
に
は
優
し

く
遅
し
く
育

っ
て
欲
し
い
と

心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。

守
る
の
が
我
々
、
大
人
の
役

目
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
人

間
の
生
命
の
尊
さ
は
勿
論
の

こ
と
、
人
は
他
の
生
物
の
命

を
貰

っ
て
生
き
て
い
る
こ
と

を
折
に
ふ
れ
て
子
ど
も
に
伝

え
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
う
。

そ
う
言
え
ば
、
か
つ
て
、
我

が
家
の
次
男
も
、
よ
く
虫
を

の
方
々
に
色
々
と
教
え
て
頂

園
に
通

っ
て
お
り
ま
す
。
友

一
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
通
し
感

ル
ー
ル
を
考
え
た
り
相
談
し

い
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
　
達
も
で
き
、
家
に
帰
る
と
今

一
じ
た
事
や
、
子
供
の
遊
び
に

た
り
し
ま
す
が
、
時
に
は
き

・／
　
　
　
ノ

^■
|

■、FnEE囃

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
遊
び
か
ら
　
　
に
「
伸
ま
劇

四
区

木

村

武

子

書
い
て
み
た

近
頃
、
子
育
て
が
難
し
い
　
い
と
思
い
ま
す
。

時
代
に
な

っ
て
き
た
と
言
わ

　

最
近
、
群
れ
て
遊
ぶ
子
供

れ
て
い
ま
す
。
何
故
で
し
ょ
　
達
の
姿
や
声
を
聞
く
事
が
少

う
？

パ
ソ
コ
ン
・
ケ
イ
タ
イ

な
く
な
り
ま
し
た
。
時
々
校

な
ど
の
普
及
で
、
子
供
を
と

庭
で
野
球
や
サ

ッ
カ
ー
を
し

り
ま
く
環
境
が
変
わ

っ
て
き
　
て
い
る
子
を
見
か
け
る
と
ホ
ッ

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

と
し
ま
す
。
私
は
子
供
と
遊

私
は
長
い
間
子
供
と
か
か

ぶ
事
が
楽
し
く
て
仕
方
が
あ

わ
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。　
り
ま
せ
ん
。　
一
緒
に
遊
び
の

こ
の
頃
考
六
区

私
が
小
さ

い

の
家

で
も
ウ
サ

一
り
を
飼

っ
て
い

「
名

前

は

つ
け

う

の
で
、

こ

っ

ち
ゃ
ん
と
か
、
ウ
ー
ち
ゃ
ん

と
呼
ん
で
可
愛
が

っ
た
。
あ

る
夕
げ
、
よ
い
匂
い
を
放

つ

肉
鍋
に
ピ

ョ
ン
ち
ゃ
ん
が
い

な
く
な

っ
た
訳
を
思
い
知
り
、

か
わ
い
そ
う
と
涙
し
な
が
ら

も
美
味
し
く
食

べ
た
こ
と
を

ごえ
た

こ
と

　
　
　
一郷
い
出̈
一一
〕一
」一“
雌
一『
一

上
　
沼

岩

子
　
門
家
に
任
さ
れ
ス
ー

頃
は
、
ど
こ
　
パ
ー
に
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ

ギ
や
ニ
ワ
ト

消
費
者
に
提
供
さ
れ
る
の
で
、

た
。
父
親
が

動
物
の
死
を
見
る
こ
と
は
極

る
な
」
と
言

め
て
少
な
い
。
だ
か
ら
こ
の

そ
リ
ピ

ョ
ン

頃
で
は
子
ど
も
が
カ
エ
ル
を

殺
し
た
と
聞
い
た
だ
け
で
心

を
病
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
と
衝
撃
を
受
け
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
成
長
過

程
の
中
で
、
こ
う
し
た
経
験

は
逆
に
命
の
尊
さ
を
身
に
つ

け
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
と
も
言

る 良
ら い
し お
い じ
°
さ
ん
を
や
・つ

て

い

殺 捕
し ま
て え
し て
ま き
う て
極 は
亜 ｀
人 結
だ 局
つは

た
が

今
で
は

結
構
人
の

」

ヽ

鞍

ｌ

ｊ
′

ノ
イ

、コ

(

鶏r、  」ぃ
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楽
し
か
った
運
動
会
　
　
ししヽ議れ獄♂妙

小
五
　
未
■
羽
一　
　
涼

（四
区
）

し
た
け
れ
ど
、

十
月
六
日
に
南
小
の
運
動

し

っ
か
り
で
き
て
良
か

っ
た

会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
今

で
す
。

年
、
自
組
の
応
え
ん
団
に
入

　

五
年
生
の
出
番
は
短
き
ょ

り
ま
し
た
。
応
え
ん
団
は
毎

り
走
と

つ
な
引
き
と
女
子
は

朝
練
習
が
あ

っ
て
と
て
も
大

き
馬
戦
、
そ
し
て
私
が

一
番

変
で
し
た
。
で
も
大
き
な
声

楽
し
か

っ
た
学
年
種
＝
で
す
こ

を
だ
す
こ
と
は
と
て
も
気
持

今
年
の
学
年
種
日
は
１
人
三

ち
の
よ
い
こ
と
で
し
た
。
　
　
き
ゃ
く
か
ら
二
人
四
き
ゃ
く
、

当
日
も
ほ
と
ん
ど
ざ
席
に
　
四
人
五
き

ゃ
く
と
人
数
を
ふ

も
ど
る
こ
と
な
く
ず

っ
と
応

や
し
最
後
は
み
ん
な
で
つ
な
　
の
で
す
。
本
番
前
に
朝
早
く

え
ん
し
て
い
ま
し
た
。
六
年

か

っ
て
歩
く
と
い
う
内
よ
う

か
ら
練
習
し
て
い
た
競
技
で

生
が
競
技
を
し
て
い
る
間
は
　
で
バ
ト
ン
リ
レ
ー
を
す
る
も

し
た
。
練
習
で
は
最
下
位
ば

私
が
団
長

の
代
わ
り
を
し
て

わたしの作文

ば<の作文

待
ち
に
待

っ
た
運
動
会

小
四

松

久

佳

音

（五
区
）

か
り
の
チ
ー
ム
だ

っ
た
の
で

本
番
は
上
位
に
上
が
り
た
か

っ

た
で
す
。
し
か
し
八
チ
ー
ム

中
七
位
で
し
た
。
で
も
私
は

今
ま
で
の
練
習
よ
り
も
ス
タ
ー

ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
の
時
間

が
と
て
も
速
く
な

っ
て
い
た

と
思
え
た
の
で
う
れ
し
か

っ

た
で
す
。

結
果
は
赤
組
の
勝
ち
で
し

た
。
私
は
今
ま
で
運
動
会
で

勝

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
負
け
て
し
ま

っ
て
残

念
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し

い
運
動
会
で
し
た
ｃ

三
年
生
か
ら
の
バ
ト
ン
を
四

位
で
受
け
取
り
、
全
力
で
走

り
ま
し
た
。
と
中
、　
一
人
に

ぬ
か
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す

が
、
最
後
に
ぬ
き
返
し
、
四

位
の
ま
ま
五
年
生
に
バ
ト
ン

を
わ
た
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
六
年
生
が
二
人
ぬ
か

し
て
く
れ
て
二
位
で
ゴ
ー
ル

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
み

ん
な
が
ん
ば

っ
て
き
た
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

わ
た
し
が
や

っ
た
最
後
の

種
目
の
つ
な
引
き
で
、
グ
ラ

グ
ラ
し
て
い
た
歯
が
ぬ
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

ハ
プ

ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
い
運
動
会
で
し
た
。

十
月
六

日

（
土
曜
日
）
に
、

高
森
南
小
学
校

の
運
動
会
が

あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
四

年
れ
ん
続
自
組

で
し
た
。
昨

年
は
、
か
け

っ
こ
の
タ
イ
ム

を
計
る
日
に
熱
を
出
し
て
休

ん
で
し
ま

っ
た
た
め
、
リ
レ
ー

の
選
手

に
な
れ
ず
、
く
や
し

い
思

い
を
し
ま
し
た
。
今
年

こ
そ
が
ん
ば
ろ
う
と
タ
イ
ム

を
計
る
日
は
、
死
ぬ
気

で
走

り
何
と
か
リ
レ
ー
の
選
手

に

な
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

運
動
会
当
日
四
年
生
は
、

フ
ラ

ッ
グ

・
パ

フ
ォ
ー

マ
ン

ス
と

い
う
カ
ラ
ー
の
は
た
を

使

っ
た
ダ
ン

ス
、
短
距
り

走
、
大
玉
送
り
、

つ
な
引
き

な
ど
の
種
目
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
白
組
は
な
か
な

か
点
数
が
入
ら
ず
あ
せ

っ
て

い
ま
し
た
。

練
習
を
毎
日
が
ん
ば

っ
て

き
た
女
子
対
こ
う
リ
レ
ー
は

お
昼
休
み
前
に
あ
り
ま
し
た
。

軋

「地
域
の
絆
」
　
増臓‐こ年には蜘麗卸

二
区
自
治
会
長
　
　
全
対
策
や
、
近
隣
地

坂

牧

日
日
宏

域
の
宅
地
化
が
進
み
、

下
市
田
二
区
は
、

人
口
五

一
〇
人
、

世
帯
数

一
五
四
戸

と
下
市
田
区
内
で

は
小
規
模
な
自
治

会
で
す
。
河
岸
段

丘
の
上
段
に
は
、
Ｊ
Ｒ
飯
田

線
、
国
道

一
五
三
号
線
、
朝

霧
道
路
が
、
下
段
に
は
農
免

道
路
が
通
り
、
交
通
の
要
衝

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

当
地
区
は
、
古
く
か
ら
の
農

家
と
新
し
い
住
宅
や
、

ス
ー

パ
ー

・
コ
ン
ビ

ニ
の
商
業
施

設
が
混
在
し
て
お
り
ま
す
が
、

伝
統
の
地
域
の
つ
な
が
り
、

絆
は
極
め
て
強
く
、
老
若
男

女
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

も
良
く
、
暮
ら
す
に
は
最
適

の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
一争
些未

と
し
て
は
、
納
涼
祭
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
朝
霧

サ

ロ
ン
、
隔
年
の
ふ
れ

あ
い
運
動
会
等
が
あ
り
、

い
つ
も
盛
会
に
開
催
さ

れ
、
特
に
若
者
の
グ
ル
ー

プ

「
共
星
会
」
が
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
で
活
躍
し

て
く
れ
ま
す
。

雨
水
が
下
段
に
集
中
す
る
こ

と
に
よ
る
河
川

・
用
排
水
路

の
雨
水
対
策
、
加
え
て
急
傾

斜
地
崩
落
防
止
等
の
防
災
対

策
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
リ

ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
概
略
路
線
が
発
表
さ

れ
、
当
地
区
は
そ
の
圏
内
に

入

っ
て
い
る
た
め
関
心
も
高

く
、
何
か
と
話
題
に
上
が
り
、

農
業
や
住
環
境

へ
の
影
響
を

心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す

が
、
将
来
を
見
据
え
た
発
展

に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

下
市
田
二
Ｆ

層
¬

「
4じ

犠

鋼 嘔 鰺

り



平成24年 11月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 83号 (8)

健
康
セ
ン
タ
ー

「
あ
さ
ぎ

り
」

当
施
設
は
、
平
成
二
十
四

年
七
月

一
日
よ
り
、
指
定
管

理
者
で
あ
る
仰

フ
ク
シ

・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
施
設
の

管
理
運
営
に
あ
た

っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
に
、
楽
し
く
、
気
持

ち
よ
く
身
体
を
動

か
し
て
頂
く
、
健

康
づ
く
り
の
た
め

の
総
合
運
動
施
設
で
す
。

年
間
を
通
し
て
快
適
に
ご

利
用
頂
け
る
温
水
プ

ー
ル

（
水
温
三
二

・
五
℃
）
に
は

ジ
ャ
グ
ジ
ー
浴
槽
を
、
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
は
、
有

酸
素
運
動
や
、
筋
カ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
の
各
種

マ
シ
ン
が

完
備
し
て
お
り
ま
す
。
初
め

て
の
方
で
も
、
安
心
し
て
ご

利
用
し
て
頂
け
る
様
、
健
康

運
動
指
導
士
が
指
導
に
当
た

り
ま
す
。

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
頂
け
る
様
、
皆
様

よ
り
、
ご
意
見
を
頂
き
な
が

ら
、
末
長
く
愛
さ
れ
る
施
設

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

ス
タ

ッ
フ
共
々
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●開館時間
′
「 前
9時～午後 8‖|(火～ 11,

午前 9時～午後 5時 (ll)

*1木釘|||

毎週月曜 ||・ 祝。祭 ||
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南
海
ト
ラ
フ
大
震
災
の
報

道
が
頻
繁
に
、
テ
レ
ビ

・
ラ

ジ
オ
で
流
れ
る
中
、
九
月
二

日
の
防
災
訓
練
で
は
、
区
民

の
皆
様
に
は
、
御
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
日
、
反
省
会
が
あ
り
、

各
自
治
会

・
委
員
会
の
皆
様

か
ら
様
々
な
反
省
の
御
意
見

が
多
数
出
て
き
ま
し
た
。

一
番
多
か

っ
た
の
は
、
消

火
栓

・
消
火
器
具
の
不
備
で

し
た
。
や

っ
ぱ
り
使

っ
て
み

な
い
と
分
か
ら
な
い
物
で
、

消
火
栓
の
バ
ル
ブ
が
回
ら
な

い
、
消
火
ホ
ー
ス
と
筒
先
が

結
合
で
き
な
い
、
パ

ッ
キ
ン

氏
子
総
代
四
年
間
を
顧
み
て

氏
子
副
総
代
長

〈
■
　
村
］

一介
一　
砕雄

八
回
の
祭
事

が
区
民
の
大

勢
の
皆
様
方

の
ご
協
力
ご
支
援
で
毎
年
の

祭
事
が
出
来
ま
し
た
事
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
元
旦
祭
は

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
雪

降
り
と
強
風
で
、
準
備
、
飾

り
付
け
、
二
年
参
り
の
参
拝

者
も
当
番
常
会
長
の
皆
様
も

大
変
だ

っ
た
思
い
出
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。　
一
日
の
午
後

四
時
に
か
が
り
火
を
消
火
し

が
腐
食
し
て
い
る
、

ホ
ー
ス
が
古
く
て
水

が
漏
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
常

日
頃
の
点
検

・
手
入
れ
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
区

長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
区

内
の
防
火
施
設
の
点
検
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
何
せ

数
が
多
い
の
で
、
各
常
会

・

た
時
役
目
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
安
堵
し
ま
し
た
。

二
十
二
年
に
は
中
庭
か
ら

社
務
所
玄
関
前
に
進
入
路
の

改
良
工
事
を
八
月
に
六
日
間
、

十

一
月
に
は
拝
殿
と
三
社
ま

わ
り
の
排
水
路
改
良
工
事
を

五
日
間
、
二
大
工
事
作
業
を

業
者
発
注
で
な
く
氏
子
総
代

六
名
で
自
主
施
工
し
て
、
形

と
し
て
残
す
こ
と
が
出
来
、

各
組
で
、
近
く
の
消
火
栓

・

消
火
器
具
を
点
検
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
民

生
委
員
か
ら
防
災

マ
ッ
プ
を

早
く
整
え
た
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
避
難

で
き
な
い
方
々
の
確
認
、
避

難
方
法
、
非
難
補
助
者
の
確

認
な
ど
早
急
に
整
備
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
、
先
日
の
防
災

訓
練
は
、
安
否
確
認
を
最
重

要
視
し
て
行

っ
た
為
、
訓
練

自
体
が
手
薄
に
な

っ
て
訓
練

の
時
間
が
少
な
く
な

っ
て
し

ま

っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

来
年
以
降
の
訓
練
は
、
更
に

工
夫
し
て
計
画
を
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
ざ
災
害
が
起
き
て
し
ま

う
と
、
ま
ず
は
各
家
庭
で
の

対
応
と
な
り
ま
す
。
も
う

一

よ
か

っ
た
思
い
出
で
し
た
。

度
避
難
時
の
持
ち
出
し
物
、

家
庭
内
で
の
避
難
場
所
を
決

め
て
お
く
事
、
災
害
は
訓
練

時
の
様
な
晴
天
の
昼
間
の
時

に
起
こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

各
自
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記

区
報

・
館
報
８３
号
を
お
届

い
た
し
ま
す
。

今
年
の
夏
は
異
常
な
暑
さ

で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
区
の

事
業
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
区

民
の
皆
様
方
に
ご
協
力
頂
い

て
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
後
、
残
さ

れ
た
事
業
に
向
け
て
邁
進
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
田
柿
の
収
穫
の
シ
ー
ズ

ン
、
実
り
多
き
秋
で
あ
り
ま

す
様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告

防
災
委
員
長

加

藤

隆

信

一
■
ノ

一

―

!

災
署
対
策
本
部

地
元
施
設
の
紹
介

γ

l---;a

「

T

り

平
成
二
十
年
十

一
月

一
区

自
治
会
三
役
か
ら
お
話
を
頂

き
、
健
康
で
動
け
る
内
に
地

域
に
貢
献
出
来
れ
ば
と
お
役

を
引
き
受
け
ま
し
た
。

最
初
の
二
年
間
は
総
務
で

先
輩
三
役
の
ご
指
導
に
よ
り

元
旦
祭
か
ら
始
ま
り
、
入
学

祈
願
祭
、
春
季
大
祭
、
風
祭
、

秋
季
大
祭
、
七
五
三
祝
、
新

穀
感
謝
祭
、
大
祓
祭
と
年
間

●
０

一

ヽ_

議
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